



























続 集 後 記
数年前から、教育大の学協経営研究室を中心とする学校経営研究会の活動幸子冊子にまとめよう、
との意見が出されていた。しかし活動が不活発であるからではなく、全く逆ι余りにも多く生起
する課題の処理K追われ実現ι至るまでKなムなかった。今回本「学校経営研究jの創刊号か出
すことが出来たのは、吉本先生の退官か 2年後に控え、また永岡先生が今年3月より一年間在外
研究に出られること Kよる結節点的時期にあること、そして教室を出た会員諸氏の結集が図れた
こと、などの事情と共花、在室会員の共同研究が一段務し発展的な集約点を設定する必要が生じ
たこと κよるものである。 、
教育大の廃学か 2年後に控え、学内の研究体制も次第に空洞化されつつふることは否定しえな
L 、。こうした情況下Kあり、何よりも主体的な研究、とくに大学における共同研究の重要性は一
層増大してL、るものと思われる。寄妙なことに、大学が段々と寂しくなるにつれ、学校経営研究
室は人員的ι充実し、過去数ナ年の間(f[、 「教育κおける官僚制Jf学校論研究Jr指導行政研
究Jと共同研究を積み重ねることが出来た。それらは雑誌論文掲載、学会発表として幾つかは発
されてきたが、定期性をもった外的な制約を受けない発表形態安見い出すに至ってはいなかっ
7こO
との:YE味で本誌の刊行が企図されたのだが、方針、編集の不手際もあり、十分に満足しうるも
のれま言-ぃ難L、。今日の学校経営tておける諸問題を種々の角度から取り上げることを基本方針と
したが、相互の脈絡を十局、[/，こ煮詰めるに至っていな¥'¥.，反省すべき点は余1)κも多いが、望むら
くは、出来るだけ多くの同学の士のE]vrふれ、より多くの、より深い御批判、御鞭援をたまわり
たL、c
~::t361:三営研究会はそれ迄の学校組織研究会を発展的に受け枯れ、だものであり、吉本先生力専大育
大κ赴f主されて以来 10数年.続げられてきたC 学校経営研究室のメンバ一幸'中心に向集令出られ
た方々、研究生として吉本、永岡高先生の指導を受けムれた現場の先生方、また専門領域を異と
しても共同研究κ加わった方々によって本研究会は構成されているが、在室生による毎週一回の
定例研究会、年3---4回の合同合宿研究会令もってきている。研究活動が徴密ιなればなる程、
同質化が進み、外部からの批判が少なくなってきたこともまた確かであり、この意味からも本誌
守その批判jの窓口にしたL、と考えている。
(堀内記)
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